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平成３０年度 第２回地域づくり推進委員会 

平成３０年７月２０日（金）１４：２７～１５：５４ 

寒河江市役所４階 ４０１会議室 

 

【出席者（敬称略）】 

（委員） 

委 員 長 立松 潔 

委   員 岡部 優子 

委   員 國井 周 

委   員 駒込 勉 

委   員 長岡 伸明 

（事務局） 

事務局長  菅野 英行 副市長 

事務局次長 中田 隆行 企画創成課長 

事 務 局 大久保 臣悟 企画創成課主任 

事 務 局 菊池 友宏 企画創成課主任 

 

次第 

 

１ 開会 

２ 事務局長あいさつ 

３ 説明・協議 

（１）地域課題解決事業について 

（２）地域よろず応援事業について 

４ その他 

５ 閉会 



- 2 - 

１４：２７ 開会 

 

３ 説明・協議 

（１）地域課題解決事業について 

  事務局より「皿沼地区イベント広場交流推進事業」について説明。 

発言者 内   容 

Ａ委員 今回のこの事業は、この募集要領の２．の該当しない事業にはあたらないという捉え方で

よろしいか。施設の維持管理等を主たる目的とする事業で、伐採をする、そのあと整備をす

るということが中心になっているように捉えられないか。 

事務局 維持管理等も事業の目的の一つにはなるのですが、主たる目的というのは夏祭りや雪祭り

などの事業を拡充してお客さんを呼ぶということですので、これには該当しないと考えてい

ます。 

Ａ委員 他の地域で同じような夏祭りや冬祭り、雪祭りはしていないのか。 

事務局 寒河江市内で行っているところは他にもあります。 

今回の皿沼地区についてはこれまでも夏祭り、雪祭りを実施しているところではあります

が、子姫芋のＰＲや振る舞いを新たに実施したり、雪像を昨年まで１２基作製していたもの

を２０基まで増やす、拡充するとか、あとはロウソクによる雪ランタンというものがあり、

こちらについては今回から地元の子供会などと協力して、子供たちにもランタンを作っても

らい、それを雪祭りで展示するというようなことで、これまでの事業をさらに拡充させると

いう内容ですので、単なる既存の事業の実施ではないと考えているところです。 

Ｂ委員 伐採、撤去によって、夏祭り、雪祭りの活性化を目指すというところでありますから、い

いのではないかということでの提案になると思う。 

事務局 皿沼区として行っていた雪祭りが雪フェスティバルと連携することで、お客さんが来ると

いうところにつながるのではないかと考えております。 

Ｃ委員 神社、地域の社があるが、宗教上の問題が出てきたりはしないのか。 

事務局 地域で借りて、地域で児童遊園地を運営している。宗教活動を支援するものではなく、児

童遊園地として整備するということであり、問題はない。 

 

（２）地域よろず応援事業について（詳細は「評価シート」を参照） 

事務局より「鹿島ＹＹＧ塾」、「ふるさと活性化交流事業」について説明。質問等終了後１５分程度時間を設

け、各委員は評価シートに記入。記入後、事務局で評価シートを回収。 

発言者 内   容 

Ａ委員 地域よろず応援事業は今年が初めてとなる。事業の実施には、各町会長さんや公民館長さ

んからの推薦を受けて行うということになるが、全地域に説明が渡っていて、みなさんこの

存在自体は理解しているということでよろしいですか。 

事務局 町会長さんがみなさん集まる場において、地域よろず応援事業というものを新設したので

地域に持ち帰り積極的に活用していただきたい、とご説明したところです。また、公民館の

館長さんや公民館主事の方にも同じように全員が集まる場で説明しました。 

Ｄ委員 鹿島ＹＹＧ塾さんの事業について、講師謝礼というものがあるが、こちらは外部から講師

を呼んで何かやるということでよろしいですか。 

事務局 はい。 

事務局で評価シートの記載内容をとりまとめたものを配布。審査結果について事務局より説明。協議し、（１）（２）

ともに全ての事業について採択相当とした。 

 

４ その他 

なし。 

１５：５４ 閉会 
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総合評価
（地域の活性化
に資するか）

備　　考

1
皿沼地区イベント広場
交流推進事業

平成30年度　地域の活力アップ応援事業　地域課題解決事業　評価シート集計表

No. 事業名
交流拡大の効果
（広域性）

交流拡大の効果
（世代間の広が

り）
新規性

地域の特色の
活用、独自性

地域経済への
波及効果



1
皿沼地区イベント
広場交流推進事業

〇やまがた雪フェスとのコラボイベントの先駆けとして、他地区への広がりも期待できる。
〇地域交流事業の障害になっている樹木伐採を契機に事業の活性化が進むことが期待でき
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇やま
がた雪フェスとの連動による地域活性化につながる点
〇地域コミュニティの強化が期待される点
〇地域の伝統や地域の特産物の拡充につながるもので、子ども達への地域の親しみ等にもつ
ながっていくと思われる。
〇雪まつりフェスティバルとのコラボ、特産品のＰＲ

備　　考
（その他評価できる点等）

平成30年度　地域の活力アップ応援事業　地域課題解決事業　評価シート(自由記述)

No. 事業名



平成30年7月20日

A B A B A

B B B B B

A B A A A

A A A A A

B A A A A

A B A B B

B B B B B

A A B A A

A B A B B

B A A A A

2
ふるさと活性化交流事
業

総合評価
（地域の活性化
に資するか）

備　　考

1 鹿島ＹＹＧ塾

平成30年度　地域の活力アップ応援事業　地域よろず応援事業　評価シート集計表

No. 事業名
交流拡大の効果
(世代間の広が

り)

新規性・
拡充性

今後も継続して
事業を実施する
ことが見込まれ

ること

ひと ・もの文化
等の地域資源を
活用すること



1 鹿島ＹＹＧ塾

〇世代を超えた取り組みが進むことが幅広い事業内容から期待される。
〇月１回の子供育成会神社掃除の手伝いをすることで地域の大切な資源を大事にしようとす
る気持ちが醸成される。
〇事業内容が充実している。７月～２月までと年間を通して計画している月１回の計画も良
い(神社掃除)
〇世代間の交流を図るものとして地元の文化財等を活かし高齢の方々に講師をお願いするこ
ともよいのではないか。

2
ふるさと活性化交
流事業

〇帰省客との交流という点についてが注目される。
〇伝統行事による交流拡大
〇区全体で盛り上げていく行事となり、定住する方々が増えるきっかけとなれば良い。

備　　考
（その他評価できる点等）

平成30年度　地域の活力アップ応援事業　地域よろず応援事業　評価シート(自由記述)

No. 事業名


